








































（1）　同戦争の詳細については，Niederkorn, J., Die europäischen Mächte und der “Lange Türkenkrieg” Kaiser 









歴史書）が 5作品，C群（創作・伝記・年代記）が 2作品，D群（聖地巡礼記）が 11作品，


























年には 35人，1599年には 32人，1600年には 21人，1601年には 47人が，正式に巡礼者として受
け入れられた。これらの数が多かったことは，例えば 1588年の 1人，1590年の 1人と比べると明









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（8）　9, p. 4 f., 7.
（9）　2, fol. Aiiil ; 4, fol. 4, 21 f. ; 5, 1-p. 447 ; 8, p. 188 ; 10, p. 30, 330, 404.　その他として，6はブルクハル
ト・フォン・モンテジオン，ルドルフ・フォン・ズートハイム，ベルンハルト・フォン・ブライデ
ンバハ，ハンス・トゥーヒャー，ヤン・パスカなどの巡礼記や，マルコ・ポーロの作品も読んでいた。
6, fol. 118 f., 189 f., 226, 228, 282, 287, 455, 586.　加えて，4・6・9は，プリニウス，ストラボン，プト
レマイオス，ヘロドトスなどの古典作品にも精通している。4, fol. 4, 6, 21 f. ; 6, fol. xxxiiir ; 9, p. 46 ff.



























（12）　11-（2）, p. 95, 121.
（13）　1, p. 153, 155, 158.　なお，その後のヤッファでさらに 4人の巡礼者が加わるなどして，最終的に
は 18人の巡礼団となった。1, p. 162 f., 166.
（14）　5, 1-p. 446.
（15）　9, p. 10, 41 f.
（16）　2, fol. 4r f ; 3-（2）, p. 22 f.　なお，3の乗った船には，他にトルコ人・アルメニア人・シリア人・マ
ロン派・ギリシア人が乗船した。





























や見せ物の披露）や礼儀正しさを称賛している。5, 1-p. 450, 452.
（20）　2, fol. 5r, 83r.
（21）　4, fol. 2.
（22）　5, 1-p. 447 f.　なお，船には多くの東方キリスト教徒・トルコ人・ペルシア人・インド人が同乗し
た。5, 1-p. 451.
（23）　6, fol. 29 f., 67, 72.




（26）　6, fol. 31, 66 ; 10, pp. 14-16, 18, 22 ; 9, p. 4f. 
（27）　2, fol. 6r ; 5, 1-p. 449.　加えて 5は，緑色の服はムスリムしか着ることができないので避けるよう
にと，読者に注意喚起している。5, 1-p. 451.
























（30）　2, p. 26 ; 3-（2）, p. 142, 150 ; 4, fol. 13 f., 19-23, 25, 40 f., 58, 89-92 ; 5, 1-p. 455, 2-p. 85 ; 6, fol. 88 f., 
106 ; 8, p. 186 ; 9, p. 56. 
（31）　3-（2）, p. 150 ; 5, 1-p. 454, 2-p. 111 ; 6, fol. 83 ; 9, p. 491 f. ; 10, p. 437.
（32）　1, p. 24 f. ; 6, fol. 100 ; 9, p. 66 ; 10, p. 46.
（33）　4, fol. 25.
（34）　3-（2）, p. 150 ; 9, p. 494 ; 10, p. 438, 442.
（35）　3-（2）, p. 146 f. ; 5, 2-p. 88, 108 ; 6, fol. 79 ; 8, p. 28, 183 ; 9, p. 52, p. 477 ; 10, p. 59.
（36）　9, p. 63 f.
（37）　5, 2-p. 109.　その後，彼は金銭を支払って解放された。
（38）　9, p. 487 f.
（39）　2, fol. 18l f. ; 3-（2）, p. 27 ; 5, 1-p. 460. 
（40）　1, p. 160 f. ; 2, fol. 79l ; 3-（2）, p. 123, 133 f. ; 4, fol. 95-98 ; 5, 1-p. 182 f., 458 ; 6, fol. 111, 121, 125 f. ; 8, 
p. 35 f. ; 9, p. 470.
（41）　1, p. 160 f. ; 3-（2）, p. 115 ; 他に，2, fol. 22l f. ; 3-（2）, p. 27 ; 6, fol. 114 f., 127, 132 f.　なお 2は，サリー











憐憫によりかつてのような自由が訪れますように」de la Misericordia de Dios, la liberará en 














（43）　2, fol. 16l ; 4, fol. 114.
（44）　1, pp. 186-191 ; 3-（2）, pp. 125-149.
（45）　8, p. 28.　他には，4, fol. 28 f.
（46）　10, p. 52 f., 56.　他には，4, fol. 33, 47 ; 5, 1-p. 182 f., 246 ; 8, p. 28. 
（47）　3-（2）, p. 147, 150 f. ; 4, fol. 82 f. ; 5, 1-p. 455, 457, 2-p. 106 f., 110 ; 6, fol. 82, 92 ; 7, fol. 3 ; 8, p. 32, 
187 ; 9, p. 57 f., 65, 490 ; 10, p. 436.






















（49）　1, p. 162 ; 2, fol. 23r f. ; 3-（2）, p. 29 ; 4, fol. 134 ; 5, 1-pp. 462-464 ; 6, fol. 137-140 ; 9, p. 91 f., 96 f. ; 10, 
p. 187, 190.　トリポリに降り立った 9も同様である。9, p. 72.
（50）　10, p. 190.
（51）　2, fol. 24r ; 9, p. 97.
（52）　5, 1-p. 464.
（53）　2, fol. 23r f.
（54）　4, fol. 139 f.
（55）　3-（2）, pp. 30-33.　他に，1, p. 163 ; 2, fol. 27l f. ; 4, fol. 139 f. ; 6, fol. 148 ; 9, p. 105.
（56）　2, fol. 25 f.　他に，5, 1-p. 467.
（57）　5, 1-p. 464.
（58）　2, fol. 26r ; 8, p. 198 ; 9, p. 102 f.
（59）　1, p. 166 ; 3-（2）, p. 34 ; 4, fol. 151 ; 5, 2-p. 468 ; 6, fol. 166 f. ; 8, p. 82 f. ; 9, p. 115 ; 10, p. 205.
（60）　1, p. 180 ; 2, fol. 39l ; 3-（2）, p. 39 f., 44, 47 f., 76, 114 f., 119 ; 4, fol. 256 f., 259, 366-370, 382, 496 ; 5, 2-p. 
14, 20, 47, 53, 62, 67 ; 6, fol. 232, 247 f., 278, 297, 319, 374-376 ; 7, fol. 7, 12 ; 8, p. 37, 39, 91 f., 99, 104, 
136 ; 9, p. 166, 172, 195, 348.
（61）　2, fol. 68r f. ; 3-（2）, p. 44, 47 ; 4, fol. 246, 250, 258 f., 354 ; 5, 2-p. 15 ; 8, p. 72, 94 f. ; 9, p. 167 f., 244, 365.
（62）　2, fol. 78r.　他に，3-（2）, p. 106, 157 ; 5, 2-p. 47 ; 9, p. 361.

























（64）　5, 2-p. 55 f.
（65）　6, fol. 517 f., 544, 547-555.
（66）　8, p. 53.　なお 8は，その後にエルサレムに向かうに当たって，ネストリウス派のアンティオキア
総主教とともに，アラブ人の服装をして移動した。8, p. 65.
（67）　11-（2）, p. 90 f.
（68）　9, p. 111 f., 123, 145.
（69）　9, pp. 375-383.
（70）　3-（2）, p. 100 f. ; 7, fol. 31.
（71）　9, p. 101.　他に，2, fol. 28r-29r. ; 4, fol. tt3l, fol. 139 f., 142 f. ; 5, 2-p. 47 ; 6, fol. 490 ; 7, fol. 6 ; 9, p. 361 


















（72）　1, p. 180 ; 3-（2）, p. 82, 85 ; 4, fol. 224, 239 f. ; 5, 1-p. 20 ; 6, fol. 309, 317 ; 7, fol. 26 ; 8, p. 136, 148 ; 9, p., 
272, 274 f. 293 f., 295 f., 309 ; 10, p. 269 f., 283 f.
（73）　7, fol. 37-39 ; 8, pp. 74-76 ; 9, p. 337, 339.
（74）　2, fol. 70l ; 3-（2）, p. 96 f. ; 4, fol. 242 ; 5, 2-p. 17 f. ; 6, fol. 247 f., 259 ; 7, fol. 34 ; 8, p. 67, 105, 107, 
111 ; 9, p. 283, 315 f., 329 ; 10, p. 372 f. ; 10, p. 372 f.
（75）　他に，トリポリ（5, 2-p. 54），ティール（4, fol. 118 ; 5, 2-p. 49），ダマスクス（4, fol. 365, 390-
395 ; 7, fol. 34 ; 8, p. 57 ; 9, pp. 87-90），アレッポ（9, p. 83 f.），ガリラヤ（8, p. 69 ; 11-（2）, p. 114），エ
ルサレム（9, pp. 107-113, 207, 267 ; 10, p. 203），カエサレア（5, 2-p. 47）。
（76）　6, fol. 579-581, 585 f., 616-620, 811 ; 7, fol. 40 ; 8, p. 157, 159, 169 f., 172, 174 ; 9, p. 362, 364, 373 f., 383, 
390, 393 f., 442 ; 10, pp. 74-76, 131, 133, 154.　なお，10は聖カタリナの奇跡として，かつてあるアラ
ブ人の「非人道的」inhumanoであった頭領が，仲間たちとともにキリスト教に改宗した話を紹介
している。10, p. 146.
（77）　4, fol. 417, 449.
（78）　5, 1-p. 465, 2-p. 47.
（79）　11-（2）, p. 90 f.　他に，4, fol. tt3r f. ; 6, fol. 151, 159, 490, 501, 570 ; 8, p. 15 f., 19 ; 40, 78, 150, 153-155, 
169 f. ; 10, p. 24 f., 74-76, 197 f., p. 372 f., 434.　ただし，8の場合，役人とアラブ人との癒着も疑ってい
る。8, p. 157 f. なお，9も役人に守ってもらったことについて記しているが，役人にあまりにもの酷
い目にあった彼が，それに評価を与えることはない。9, p. 98, 293 f.　また，過去の聖地巡礼記を参





























まず 1596年に聖地巡礼を行った 5によると，その年にエリザベス 1世がオスマン帝国
と同盟を結んだこともあって，イングランド人は聖地巡礼を行いやすい環境に置かれてい
たようであり（91），彼は，オスマン帝国領内について，総じて住民は悪人が多いが，居心地
（82）　1, p. 174 ; 3-（2）, p. 37, 50, 73-75 ; 4, fol. 155-158 ; 5, 2-p. 29, 35, 46 ; 6, fol. 289, 327 f. ; 7, fol. 12 ; 8, p. 
82 f., 114, 122-124, 130 ; 9, p. 140, 201, 207, 256 ; 10, p. 324 ; 11-（2）, p. 107.　上記のように道中で目を付
けられたためか，9は入り口で 11ツェキーノを，さらに教会内部で追加料金を払わされている。
（83）　5, 2-p. 28.
（84）　9, p. 145, 150.
（85）　9, pp. 201-213.　8も同様の表現（la prigione de’Turchi）を用いている。8, p. 119 f.
（86）　3-（2）, p. 43.
（87）　サンチャとマムルーク朝との協定については，拙稿「後期十字軍再考（1）」6頁，を参照。
（88）　3-（2）, p. 52, 62 f.
（89）　8, p. 84, 91, 103, 205-208.
































（93）　5, 1-p. 444 f., 2-p. 90, 94 f.
（94）　5, 2-p. 38.
（95）　5, 2-pp. 43-46.






























826, 834-858 ; 8, p. 49 f. ; 9, pp. 348-350, 376, 408-412, 436 f. ; 10, p. 62, 80-82, 92 f., 111-113.
（99）　4, fol. 308 f., 395-401, 408 f., 410-413, 422-490.
（100）　7, fol. 30-32, 44-50, 79-96.  
（101）　8, p. 149 ; 9, p. 73 ; p. 457 f. ; 10, p. 80.























（103）　2, fol. 36r f., 46l ; 3-（2）, p. 78, 84 ; 4, fol. 137, 142, 145, 150, 255, 264, 266 f., 275, 280, 293, 299 f., 304, 307, 
313 f., 333 f., 340, 376, 408 f. ; 5, 2-p. 9 ; 6, fol. 146, 150, 233, 284, 287, 242, 280, 293, 316, 373 ; 7, fol. 2 ; 8, p. 
77, 96, 114, 116 f., 121, 131, 133, 135, 137, 154, 189 ; 9, p. 86, 114 f., 116, 144 f., 147, 157 f., 174 f., 184, 191, 204 
f., 219, 300 ; 10, p. 195, 201, 262, 293, 364 ; 11-（2）, p. 96.
（104）　3-（2）, p. 77 ; 4, fol. 140, 270 f. ; 8, p. 59 f. ; 9, p. 139, 176 ; 10, p. 306 f.
（105）　5, 2-p. 8 ; 6, fol. 161, 240 ; 9, p. 127, 183, 186 f., 404 ; 11-（2）, p. 101. 
（106）　2, fol. 70r ; 3-（2）, p. 40 ; 5, 2-p. 9 ; 11-（2）, p. 102.
（107）　4, fol. 278, 283, 295 ; 9, p. 162 ; 10, p. 322.
（108）　8, p. 96.
（109）　5, 2-p. 24, 54.
（110）　4, fol. 228, 241 ; 9, p. 142, 194 f., 318, 332.
（111）　6, fol. 282 ; 8, p. 76 ; 10, pp. 205-208. 
（112）　3-（2）, p. 48, 79, 91 f. ; 4, fol. 138, 226, 232, 238 f., 240, 292, 387 ; 5, 2-p. 13, 16, 21 ; 6, fol. 2, 282, 297, 323 
f., 591 f. ; 7, fol. B4l, 7 ; 8, p. 99, 145, 117 ; 9, p. 103 f., 257 f., 284 f., 324, 346, 407, 415 ; 10, p. 266, 312, 321, 
360 f.  
（113）　4, fol. 226 ; 5, 2-p. 21 ; 6, fol. 245 ; 9, p. 257 f., 363 f.
（114）　3-（2）, p. 80, 84 ; 8, p. 122.






















（116）　3-（2）, p. 120 ; 4, fol. 316 ; 6, fol. 818 ; 7, fol. 22-24 ; 9, pp. 74-80, 446. 
（117）　1, p. 186.
（118）　4, fol. 358.
（119）　6, fol. 323 f. ; 8, p. 101 ; 11-（2）, p. 105.
（120）　10, p. 92 f.
（121）　なお，フランチェスコ会側のリストでは 8も騎士叙任を受けているが，彼自身はその巡礼記中
ではそれについて記していない。Piccirillo, M. （a cura di）, Registrum Equitum SSmi Sepulchri D.N.J.C. 


































ルサレムの聖戦の歴史』Historia della gverra sacra di Giervsalemmeという書名で 1562年にヴェ
（125）　6, fol. 384.
（126）　拙稿「後期十字軍再考（8）」79～80頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（9）」153～154頁。
（127）　6, fol. 329, 376-384.
（128）　6, fol. 394-424.　なお，彼は最後にガーディアンからの証明書を添付する。6, fol. 425-429.
（129）　拙稿「後期十字軍再考（9）」153頁。
（130）　4, fol. 213, 216-219.　なお，彼は最後に，ガーディアンから叙任されたジャン・オーサ以下 46人
のリストを添付する。4, fol. 220-221.


























（132）　Horologgi, G. （tra.）, Historia della gverra sacra di Giervsalemme, della terra di promissione, e quasi di tutta 
la Soria ricuperata da’Christiani : Raccolti XXIII. Libri, da Guglielmo Arciuescono di Tiro, & gran Cancelieri del 
Regno di Gierusalemme : La quale continua ottantaquattro anni per ordine, fin’al Regno di Baldoino IIII., Vene-
tia, 1562, rep. 1563, 1590. 
（133）　拙稿「後期十字軍再考（8）」81頁。
（134）　2, fol. 58l f.
（135）　3-（2）, p. 61, 98 f.
（136）　5, 2-p. 24 f., 54.
（137）　7, fol. A6r-A7r, 7, 15.
（138）　9, p. 236 f., 246, 328, 356-358.
（139）　9, pp. 67-70.
1631591年～1600年の聖地巡礼記に見るイスラーム観・ムスリム観・十字軍観
























（141）　4, fol. 165 ; 6, fol. 191-193 ; 8, p. 89, 133.
（142）　4, fol. 117, 121-123, 126, 129, 184-194, 321-324, 362, 405 ; 6, fol. 239, 313 f., 338-369, 504 ; 8, p. 78 f., 97 
f., 110, 121, 135, 160, 190-192, 194-196 ; 10, pp. 114-130, 189, 289, 312, 362, 376, 382, 385, 396-398, 400 f.
（143）　4, fol. 89, 117, 138, 194, 267 f., 395 ; 6, fol. 144, 369-372, 524 ; 8, 97 f., 172, 190 ; 10, p. 191 f., 194-196.　
なお，6はクレタ島に関連して第四回十字軍の情報を，10は第五回十字軍の情報やシャルル 1世・
ダンジューなどの情報を加えるが，それらも客観的なものに留まっている。6, fol. 102 ; 10, pp. 161-
165, 191 f., 313.
（144）　4, fol. 102-104.　なお，6もキプロスの歴史を簡単に記すが，彼の場合は客観的記述に留まってい
る。6, fol. 119, 123.































（152）　6, fol. 881 ; 9, p. 502 ; 10, p. 445.
（153）　拙稿「後期十字軍再考（6）」132～133頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（7）」96～97頁 ; 拙稿「後期
十字軍再考（8）」83頁 ; 拙稿「後期十字軍再考（9）」157～158頁。
1651591年～1600年の聖地巡礼記に見るイスラーム観・ムスリム観・十字軍観
のトルコ人役人たちに対して感謝の念を持った。当初は，トルコ人役人たちの貪欲さゆえ
に，それが極端な賛辞にまでは至らなかったが，彼らの貪欲さを事前情報として手に入れ
ることができるようになった時，巡礼者たちは彼らに賛辞を送るようになっていった。
このような環境で表に出された十字軍観は，伝統的に十字軍に関与してきたフランス出
身者と，宗教改革の過程で新たなカトリック世界の盟主となったスペイン出身者に限定さ
れたものとなった。確かに，1551年のオスマン帝国によるシオン山の占拠という事件を
体感した巡礼者たちは，反イスラーム感情と結びついた形で，強い聖地回復の希望を抱く
こととなった。ただし，このような感情を露わにするのは，カトリック圏内の教会人に限
定されたものである。また，そのような感情が十字軍待望論にまで至るのは，フランス人
のみであった。
しかし，16世紀末，ついにフランス人も十字軍待望論の世界から姿を消すこととなった。
その背景として考えられるのは，ユグノー戦争に代表されるフランス内部の宗教的混乱や，
オスマン帝国との外交関係があったように思われる。後者については，例えば 1549年に
聖地巡礼を行った外交使節のムッシュ・ダラモンが，十字軍について沈黙していることが
証左となるであろう。いずれにせよ，1591～1600年の間で十字軍観を提示しているのは 6
のみである。それは，ヨーロッパ世界内部の和（=異端の粛正）とヨーロッパ世界の防衛，
という「教会の十字軍」とも呼べる新しいタイプの十字軍観であった。つまり，6の十字
軍観は，ヨーロッパ世界における新しい十字軍観の到来を予感させるが，この一例がその
萌芽を意味するのか，あるいは特殊例であったのかについて考えるには，引き続き 17世
紀の検討を行うことが必要であることは言うまでもない。そしてその際には，カトリック
教会に「異端」とされる側，すなわち福音派の者たちの動向にも，十分に留意しなければ
ならないであろう。
（本稿は，2017年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 C）による研究成果の一部
である。）
